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　實之助が江戸を立って九年目、彼は九州の中津で漸く市九郎らしき者の噂
うわさ

を聞くと、急いで樋田村の
洞門に行き老僧となった市九郎と出会った。しかし、この老僧を見ていると親の敵に対して抱いていた
憎しみがいつのまにか消え失せた。敵は、父を殺した罪を懺

ざん

悔
げ

して、心身を粉に砕いて半生を苦しみぬ
いている。このような老僧の命を取ることが何の復讐であるかと考えた。老僧を尊敬する群衆に取り囲
まれ、その場では仇討ちを断念しなければならなかった。
　ある夜、實之助は洞窟の中に入っていった。そこには、深夜、人が去り、草木が眠っている中で、た
だ暗中に端座して経文を読みながら鉄槌を振るっている了海の姿が、實之助の心眼にありありと映った。
洞窟を揺るがすその力強い鋭い槌の音と、悲壮な念仏の声とに、激しく胸を打たれた。すでに仏心を得
て、人々のために身を削る苦しみを味わっている高徳の僧に対し、闇

あだ

討
うち

ちをはかっている自分が恥ずか
しくなり、ともに槌を振るい始めた。第一の槌を下してから、21年目、實之助が了海と出会って 1年 6 ヶ
月を経た夜、了海があけた小さな穴からついに光明と山国川の姿が眼に飛び込んで来た』

　こんな筋書の青の洞門、23年もの月日をかけ、
人が安全に通れるようになった了海の苦労に、全
国的に知れ渡る耶馬渓・青の洞門の景観、どうし
ても自然のまま後世まで残したいと故郷を思う
「福澤先生」の強い愛からではなかろうか、と思わ
れる。
　最後に「福澤諭吉」先生の為になる言葉
1． 「賢人と愚人との別は、学ぶと学ばざるとに
よって出来るものなり」

2． 「読書は学問の術であり、学問は事業の術であ
る」

3．「学問は米
こめ

をつきながらも出来るものなり」
4．「活用なき学問は、無学に等しい」
5．「一家は習慣の学校なり…」
6． 「学問の本趣意は、読書に非ず、精神の働きに
在り」

※すばらしい先人に感謝しながら
※「ATM」の実行を考えながら毎日を
　A－明るく、T－楽しく、M－前向きに

 　令和 6年11月 4 日記
参考資料
　 青の洞門マップ（中津市発行）、菊池寛の小説「恩讐の彼方に」より
　 大分県中津市発行、不滅の福澤プロジェクトより

今は整備出来ているがかなり大きな穴だった

この一部が掘ったといわれている穴である
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